
「ヘルパンギーナと手足口病は似ているけど何が違うの？」と聞かれるこ

とがあります。

　大きな違いは、ヘルパンギーナは急に４０度近い高熱が出るのに対し、

手足口病は平熱か微熱で済むケースが多いことです。

　また、ヘルパンギーナは口の中だけに水疱ができますが、手足口病はそ

の名の通り口の中だけでなく手足にも発疹がみられます。

　ヘルパンギーナも手足口病も、ウイルスによって引き起こされますが、

この病気を引き起こすウイルスは数種類あるので「一度かかったからもう

二度とかからない」という保証はありません。流行する型が違えば複数回

かかることもあり得るのです。

　８月になり、観光や帰省などで国内外を問わず、人の出入りが予想され

ます。

　５月に「はしか」が海外から日本に持ち込まれたように、人の流れに

よって感染症が持ち込まれたり、感染が拡大する可能性が高くなる時期で

す。

　お出かけの際は「なるべく人ごみを避ける」「人との距離をとる」「こ

まめにうがい・手洗いをする」など基本的な感染予防対策を心がけましょ

う。

８月 ほけんだより
小佐野保育園
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暑い夏がやってきました。たくさん汗をかくと体力を消耗

します。食欲も落ちやすい季節ですが、しっかり食べて休

息をとり、体調の変化に気をつけながら元気に夏を楽しみ

夏季休暇は感染予防をしっかりと！

岩手県内でもヘルパンギーナ、手足口病が流行しています


